


締込（打ち込み形） 参考

ｂ１ ｂ２ ｂ１ ｂ２ b１及びb２

許容差 許容差 許容差 許容差 許容差

（Ｈ９） （Ｄ１０） （Ｎ９） （Ｊｓ９） （Ｐ９）
２Ｘ２ +0.025 +0.060 1.2 1.0 ６～８
３Ｘ３ 0 +0.020 1.8 1.4 ８～１０
４Ｘ４ 2.5 1.8 １０～１２
５Ｘ５ 3.0 2.3 １２～１７
６Ｘ６ 3.5 2.8 １７～２２
（７Ｘ７） 4.0 3.3 ２０～２５
８Ｘ７ 4.0 3.3 ２２～３０
１０Ｘ８ 5.0 3.3 ３０～３８
１２Ｘ８ 5.0 3.3 ３８～４４
１４Ｘ９ 5.5 3.8 ４４～５０

（１５Ｘ１０） 5.0 5.3 ５０～５５
１６Ｘ１０ 6.0 4.3 ５０～５８
１８Ｘ１１ 7.0 4.4 ５８～６５
２０Ｘ１２ 7.5 4.9 ６５～７５
２２Ｘ１４ 9.0 5.4 ７５～８５
（２４Ｘ１６） 8.0 8.4 ８０～９０
２５Ｘ１４ 9.0 5.4 ８５～９５
２８Ｘ１６ 10.0 6.4 ９５～１１０
３２Ｘ１８ 11.0 7.4 １１０～１３０
（３５Ｘ２２） 11.0 11.4 １２５～１４０
３６Ｘ２０ 12.0 8.4 １３０～１５０
（３８Ｘ２４） 12.0 12.4 １４０～１６０
４０Ｘ２２ 13.0 9.4 １５０～１７０
（４２Ｘ２６） 13.0 13.4 １６０～１８０
４５Ｘ２５ 15.0 10.4 １７０～２００
５０Ｘ２８ 17.0 11.4 ２００～２３０
５６Ｘ３２ 20.0 12.4 ２３０～２６０
６３Ｘ３２ 20.0 12.4 ２６０～２９０
７０Ｘ３６ 22.0 14.4 ２９０～３３０
８０Ｘ４０ 25.0 15.4 ３３０～３８０
９０Ｘ４５ 28.0 17.4 ３８０～４４０
１００Ｘ５０ 31.0 19.5 ４４０～５００

キーの予備
寸法

（キー材寸
法）bXh

滑動形 普通形

t１の
基準寸法

t１及びt２
の許容差
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0
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0
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0
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+0.180
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0
-0.036
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0
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0
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-0.029

+0.043
0
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0

+0.062
0
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適応する
軸径
d

説明

最もよく使われる平行キーで

キー溝の公差として使われている

（JIS・ISO）公差表を作りました

+0.220
+0.100

+0.2
0

+0.3
0

適応する軸径は、キーの強さ

に対応するﾄﾙｸから求められて

いるもので、一般的な目安です。

キーで使われる規格は右の

表の通りですが、それ以外の

公差でも加工できます。

良く軸径に対して適応するキー幅

より大きいキーを使う方が強いと

大きくする場合が有りますが、品質、

キーの大きさが伝達するﾄﾙｸに

対して適切な場合、適応する

軸径より太い軸でも良いですが

ｔ１・ｔ２の深さを調節するほうがよい。

国際規格には規定されていないので

新設計には使用しないのがベター

その他解らない事があればお気軽に

加工費から見てしない方が良いと

思いま。

括弧（）の予備寸法の物は、対応

問合わせ下さい。


